
職業・学科横断的学習研究 

産業探究プログラム「ＳＡＮＴＡ」 

 

職業・学科横断的な学び 

 

 

産業探究プログラムは、生徒のみなさんが将来のキャリアに向けて準備をし、地域経済の発展に

貢献するための重要な学びの機会です。この探究を通じて、実践的な経験を積み、様々な現場の

仕事や産業の実態を理解します。また、地域の産業に関する知識を幅広く深め、地域社会におけ

る自らの役割や貢献を考える機会を得ることができます。さらに、自分自身の興味や適性を見つ

け、将来のキャリア選択に備えることができます。 

 

職業・学科横断的な学びとは 
 

職業・学科横断的な学びとは、異なる職業や学問領域にまたがる知識やスキルを身に付ける学び

です。従来の学科ごとの枠組みを超えて、生徒のみなさんが様々な分野や専門性を探究し、統合

的な学びを行うことを目指しています。職業・学科横断的な学びは、生徒のみなさんが柔軟で創

造的な問題解決能力を身に付け、将来のキャリアや社会参加に備えるための重要なステップにな

ると考えています。 

 

 
 

 



ＳＡＮＴＡの目指すところ 
 

５つの学びのフェーズ 
 

 

地域経済・産業の理解 

地域の経済・産業構造や市場動向を理解するためのフェーズ。地域の産業や

企業の競争力を高めるためのマーケティング戦略や販売促進の手法について

学びます。 

  

 

産業スキルトレーニング 

産業やビジネスに関する必要なスキルや知識を習得するためのフェーズ。将

来のキャリアやプロジェクトに活かすための基盤を築くことができます。 

  

 

イノベーションと起業家精神 

地域のイノベーションと起業家精神を促進するフェーズ。新しいビジネスア

イデアの創出方法やビジネスプランの策定、資金調達の方法などに焦点を当

てます。 

  

 

リーダーシップとチームビルディング 

地域のリーダーシップスキルやチームビルディング能力を向上させるフェー

ズ。地域の組織やコミュニティをリードするためのリーダーシップスキルや

コミュニケーション技術を学びます。 

  

 

地域との協働による実践活動 

地域の産業や経済に関する実際の課題に取り組むフェーズ。地域の課題に対

処するための実践的なスキルや知識を身に付け、地域社会との連携や協力関

係を構築し、地域の持続可能な発展に向けた取り組みを行います。 

 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼ 

 

 
社会人基礎力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）の育成 

 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼ 

 

【目指す人物像】“深さ”“高さ”“広さ”を持って、地域産業の基盤となる人材 

産業の競争力を高める上で、最も重要な資源の一つが人材です。“深さ”と“高さ”と“広さ”をキ

ーワードに、産業に関する知識やスキル、経験、アイデア、人脈等を得て、各産業の新たな担い手

や、新しいを生み出す人材、地域の未来を創る人材など、地域産業の基盤となる人材の育成を目指

します。 

 

 



社会人基礎力とは 

  

「社会人基礎力」とは、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、

「チームで働く力」の 3つの能力（12 の能力要素）から構

成されており、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をし

ていくために必要な基礎的な力」として、経済産業省が

2006 年に提唱しました。 

 「人生 100 年時代」や「第四次産業革命」の下で、2006

年に発表した「社会人基礎力」はむしろその重要性を増し

ており、有効ですが、「人生 100 年時代」ならではの切り

口・視点が必要となっていました。 

 

こうした状況を踏まえ、平成 29 年度に開催した「我が国

産業における人材力強化に向けた研究会」において、これ

まで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの

中で、ライフステージの各段階で活躍し続けるために求め

られる力を「人生 100 年時代の社会人基礎力」と新たに定

義しました。社会人基礎力の 3つの能力／12 の能力要素を

内容としつつ、能力を発揮するにあたって、自己を認識し

てリフレクション（振り返り）しながら、目的、学び、統

合のバランスを図ることが、自らキャリアを切りひらいて

いく上で必要と位置づけられます。 

  

 



実践内容 
 

学科訪問 ＠商業科 
 

実施日：令和６年５月 22 日（水）９時 55 分～11 時 45 分（２・３時間目） 

対 象：丹原高校 普通科（３年・商業科目選択生・20 名） 

園芸科学科（２年・23名、３年 31 名） 

概 要：丹原高校 普通科（商業科目選択生）と園芸科学科の生徒が合同で、商業科目「マーケティ

ング」を題材とした講座を受講した。学科訪問は、生徒同士が異なる学科やコースを訪れ、

それぞれの学科やコースについて情報を交換し、相互の学びや興味を深める取組。この活

動は、学科間の交流を促進し、異なる分野や専門性に対する理解を深めることを目的とし

ている。 
 

（講座の流れ） 

【概要説明】 

 

○担当教諭による学科や教科の学びについての概要説明 

・高校の商業教育ついて 

・資格取得・全商協会について 

・丹原高校での商業教育について 

▼  

【学び体験】 

 

○普段行っている学科・教科の実習等を体験 

・ビジネスとは？ 

・マーケティングとは？ 

・売れる仕組みづくりに挑戦！ 

 （ＳＴＰ、マーケティング・ミックス） 

▼  

【意見交換】 

 

・異なる学科を混ぜた班を編成 

・受講・体験をした学科の 

「スゴイ！」について協議 

・受講・体験をした学科と、自分の 

学びのつながりについて協議 

・大きな掲示板に付箋を貼り、 

 意見の共有 

 

    

 



（実施内容） 

「防災ベンチ」の製作・活用による防災教育の推進と地域防災力の強化 

 

実施日：令和６年５月～ 

対 象：小松高校 ライフデザイン科・東予高校 機械科・丹原高校 普通科・園芸科学科 

概 要：小松高校・東予高校・丹原高校の３校合同で、防災教育の推進や地域防災力の強化を目指

して、「防災ベンチ」の製作および活用イベントを実施する。この「防災ベンチ」はバーベ

キューコンロが付いており、普段はベンチとして利用しつつ、緊急時は調理にも使える。東

予高校の機会科主導による製作活動を行い、活用イベントには丹原高校・小松高校の生徒

も参加する。 

５月 22 日（水）＠東予高校 

  

 

５月 29 日（水）＠東予高校 

  

 

６月５日（水）＠東予高校 

  



６月 12 日（水）＠東予高校 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８月 10 日（土）＠ＪＡ周桑田野支所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９月 18 日（水）＠東予高校 

 

  

 

 

10 月 23 日（水）＠東予高校 

 

  

 

 

12 月４日（水）＠東予高校 

 

  

 

 

 

 



 

 

12 月６日（金）＠丹原高校 

 

  

 

 



（実施内容） 

丹高産農作物を活用した起業実践 

 

実施日：令和６年５月～ 

対 象：丹原高校 普通科（３年・商業科目選択生）、園芸科学科（１・２・３年） 

概 要：丹原高校 普通科（商業科目選択生）を中心に、自分たちの持つ資源（ヒト・モノ・カネ・

情報）を活用した起業実践に挑戦している。社員（生徒）同士でディスカッションを行い決

定した会社の理念やコンセプトを基に、保有資源の調査や学習、資源を活かしたイベント

への出店、地域企業・団体とコラボレーションした商品開発・販売実習等を実施している。 

 

（会社概要・コンセプト等） 

 
 

（本年度の主な業務） 

企画・立案・マーケティング会議 渉外活動 商品開発 

   

販売・営業活動 会計 生産者・地域との交流 

   

 



（資源の調査・学習事例） 

米づくり体験 ＠丹原高校農場 

６月の田植え、９・10月の稲刈りを体験 

  

 

 

（地域企業・団体との交流事例） 

ひまわりプロジェクトへの参画 

地域会社が取り組む、耕作放棄地をひまわり畑として活用し、観光地化するプロジェクトへの参画 

  

  

 

 

 

 

 

 

 



８月８日（木）＠丹原小学校 

丹原七夕夜市での出店（ベリーベリーパフェ・野菜ごろごろ焼き） 

  

 

 

 

 

 



10 月 26 日（土）＠丹原高校 

菊花展での出店（焼きおにぎりだし茶漬け・協力企業：みつぼし醤油） 

  

（生徒作成活動レポート） 

 

 

令和６年 10 月 30 日(水)付け愛媛新聞 (掲載許可番号 d20241030-01) 



11 月１日（金）＠丹原高校 

文化祭での出店①（ＰＯＮＰＯＮアイス・協力企業：ひなのや） 

  

（生徒作成活動レポート） 

 

文化祭での出店②（バームクーヘン・協力企業：㈱pentafarm） 

  

（生徒作成活動レポート） 

 



（実施内容） 

「匠の技教室」移動式クレーン体験学習出前講座 

 

実施日：令和６年 10 月２日（水）９時 00 分～12 時 30 分 

対 象：東予高校 建築工学科（２年）、小松高校 ライフデザイン科（１年） 

丹原高校  園芸科学科（３年） 

概 要：移動式クレーンの操作・技術の体験を通し、クレーンの構造・建設揚重業の果たす役割を

理解するとともに、工業（建設業）への関心を高めることを目的として実施した。 

 

令和６年 10 月７日(月)付け愛媛新聞 



（実施内容） 

（交流学習）多肉植物の寄せ植え、コマツナ・チンゲンサイの収穫、ブドウの剪定等 ＠丹原高

校 
 

実施日：令和６年 11月 11 日（月）10時 55 分～12 時 45 分 

対 象：東予高校 建築工学科（３年）、小松高校 ライフデザイン科（１年） 

丹原高校  園芸科学科（１年） 

概 要：草花部門（多肉植物の寄せ植えの製作）、野菜部門（コマツナやチンゲンサイの収穫と袋詰

め）、果樹部門（ミカンの調整作業とブドウの剪定）の各部門に分かれて実習を行った。 

 

  

 

 

（実施内容） 

（交流学習）コンピュータによる図面制作 ＠東予高校 

 

実施日：令和６年 12月 11 日（水）13時 50 分～15 時 40 分 

対 象：東予高校 建築工学科（２年）、丹原高校  園芸科学科（１・２年） 

概 要：東予高校建設工学科建築コース２年生の「製図」の授業に参加し、コンピュータを使った

図面制作（CAD）を実施した。 

 

  

 

 

 

 



（実施内容） 

（交流学習）ミシンを使用した被服作品の製作 ＠小松高校 

 

実施日：令和６年 12月 13 日（金）11時 00 分～12 時 50 分 

対 象：東予高校 建築工学科（１年）、小松高校 ライフデザイン科（３年） 

丹原高校  園芸科学科（１年） 

概 要：小松高校ライフデザイン科３年生の「ファッション造形基礎」の授業に参加し、愛媛県の

革製品ものづくりマイスターである門田文高先生を講師に迎え、「麻袋でサコッシュポー

チづくり」に取り組んだ。 

 

  

 

 

（実施内容） 

（交流学習）ダイズの脱穀・調査研究等 ＠丹原高校 

 

実施日：令和６年 12月 11 日（水）13時 50 分～15 時 40 分 

対 象：東予高校 機械科（１年）、小松高校 ライフデザイン科（１年生） 

丹原高校  園芸科学科（１年） 

概 要：園芸科学科１年生の「総合実習」授業に参加し、「ダイズ 40 品種の脱穀・調査研究」班と

「野菜苗生産・播種」班の２班に分かれ、実習を行った。 

 

  

 

 


